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言
　イネの馬髭戴1趨憲の代譲≧1．ごガであるジベレジンはここ
数年間○めざしい研究の結渓，高等賊物に広く存ζ1三する
ことが鰐らかになり1）2），植初∂ノ乞二長に重要なパ物ホル
モンとみなされるようになった。現在まで1］種類のジ
ベレリソの構造が甥らかにされ，高等把）『膓からは少なく
とも4種冥のジベレジン（A】，A5，　A6，　As）が分i∴
されている。ジベレリンおよびその1以物登は広く恒物
界｝二分布しているが，‡了1三）4）｛こよるとウジ科，　マメ
科，ヒルガオ科，ムクロジ科，ノウゼンハシン科のよう
に「よじの：ぎりぴ箔」を多く合む科の：種子に多i辻ξこぐま
れている。木ぷ縫物ではミカンの徒長］支からジベレリン
A1が』1いξされたs）。またニセァカシア，ネムノキ，イヌ
エンジュ等のマメ科穫物の末熟種子3），リンゴの完熟種
子4），モモの若いξ渓6）等でジペレリン様，顧が報駕、バ
れている。しかし，林哀上亘要な裸子ぱ物ではKATO7）
等が」ど⑭ψβτぴcタ～沈6μ∫むの漿製で，｛二ぶゼ柴，∫：8）が
トドマツの芽でその存i⊆を隷吾しているにすぎない。一
方，外部から与えたジベレジンは多くの㍊の茎の1帳
を促進するが，とくにスギ科やヒノキ科の樹種では花芽
分｛ヒを顕著に、足蓬する。これらのことから，針葉樹；こお
いてもジベレジン語∫質が重要1詩⑰ホルそンとして存
在しているものと推考される。木研究は北海遂大学留挙
中、こ行なったものてある。研究に際し街き旨導を賜わり・
また色々と便宜を計って．ドさったi蒜妾致授，武，豪助孜授
に感謬の意をぷする。
材料および実験方法
　L　紡　　料
　材料は北海滋大学ぶミξ部簿内苗畑｝こ植栽されている
10～15年メ輻¢）カラマツから採琢くした。　8月10日≧こ生長
している了年三薬条つ先溺2～3Cmをっみとり，ジペ
レリン様物質の抽日｛に用いた。
　2．　抽ぷとうぶ1、．
　ジベレリンκ珍質の榔まi，分、撫よHWAS｝Ilg）等・功
法をぶ1｝1して行なったGl対一・1）。すなわち，誠判7009
（㌍碇）をづっっぶし，1，200孤1（○メタノールをljllえ．，
0～2℃で24；］舗i｛｝抽出した。抽ii．1液をジ男ilし，　さらに
8◎乞メタノール1，200mlで淘ぷに24時践抽泊した。メ
タノール抽ぶ法はブフナー漏斗で済選後，謬パ三一ドでメタ
ノールを除き，少量の水溶液とした。水溶液は重炭綾ソ
ーダでP口7．5に調節し，酢綾エチルで数姻張｛ilして中
荘弓蓑をゐるした。酢該エルル層にヱ％涜駿詫ミ液で洗
い，無水統緩ナトジウムで乾燥し，演圧で濃縮して中↑生
分麟（F－Dとした。1彩硫駿溶液壕は苛彊iソーダで
pH7．5とし，酢鼓エチルで振山して塩］凝生分画（F－1｛）
とした。中盤宛質抽凶後の纏iぎ江液層は鱗i難でpll2．5
とし，難蚤エチルで数灘羨山して蒙性分画とした。酸控分
回1は｝堤で詐緩エチルを海き，　HAYASH19）等の方法｝こ
より紛末セノシロース沙カラム（3×25CI孤）の上扇｛こお
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ジベレリン］莱物質の］由出とう〉離の方法
Method　for　extrac亡i。n　aロd　separatlα10f　gibberelli疎ke　subs亡ances　fro1川arch　shoots．
き，各々300mlの石溶工一テル，クロロホノレム，　n一プ
タノーノレ，　醗…甥菱エチノレ，　エタノーノレ（3％‡ぱH40Hを
合む）で．順次展開してジベレリン糠物質を溶出した（F一
斑～Fへ∬）。先の酸性物質を抽出した後の水垣はエー
テル，n一ブタノールで順次擬組して，酸性工一テル分
則｛（F－W）および水溶性分1目llとした。　n一ブダノールぱ
は熟衣｛娃蓑ナトジウムで乾窟ミ後減圧下で乾［占］し，アセト
ン可溶部（FづX），n一ブタノール可溶部（F忍），n一
ブタノール不潅部（F一箪）に細分した。
　これらの各分画は濃縮後束洋ろ紙No．50の一呂｝につ
け，一玖元上昆法により室温で約25cm辰開した。展開
溶媒は主としてイソプロパノール／アンモア／水（8：
1：1）を用いたが，本洛謀で直法展開するとジベレ膓ン
隷物質と］印｛麟勿質がよく夕〕璃｛臼≧ず，そのため生物試験で
ジベレリン様物質が検出されない分画，すなわちFヨ，F
．．u～FA』，F∬，F－Xは勾ズ初イソブタノール／メタノル
／ふ（80：5：15）で展瀦し，展開ろ紙をRf　O～0．5とRf
O．5～1．0∠）魂分iこ2分し，それぞれを最初分麟の抽山iこ
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用いた溶媒で溶出して，ふたたびイソプロパノ
ルーノアンモアノ水（8：1：1）で震開した。
　3．生物試験
　ジベレリン様物質の検出は村．1二1⑪）のイネ苗試
験法により行なった。展聞後風乾したろ紙は原　　ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ軸ら麟までを・・朝し⇒財を離3雛
・m，高さ7・m蝿：びんにし・れ，蒸留水を2m玉）二
加えた。これに発芽直後の予葉鞘が1mm前名ぷ
御酬び勧初芽髄を7衝つ植鮒け，螺§
粥巧レンでおおった．管び碩27～28℃Q§
の恒端にいれ・慾賑で7牲長させた後筆§
第2葉鞘の長さを測定した。検定に用いたイネ　崇ぢ
品種は農替22号である。　　　　　　　　　　N吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　実験結果　　露
　1．ジベレリンと天然抑制物質との関係
　イネ苗試験法でジベレリソを測定する場合，
抽出物中に抑制‖勿質が混在するとジベレリンの
作用が打ち消される場’合がめる◎針葉繊こは天
然の抑d｝ll物質とりわけ輌nhibitorβが多i二に含
まれているので，カラマソ薬条から抽1］した
桓hi妬torβがジベレリソの作川にどのような
影膓をおよぼすか実験した。
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　カラマツ薬条7009のメタノ～ル抽出物）綾性分1藪を
イソブタノール／メタノールノ水（80：5：15）で展開し，
〕卑制部分（RfO．7～0．8）を切取り，メタノールで溶出し
た。メタノール溶出液は濃縮してろ紙につけ，イソプロ
パノール／アソモニア／水（8：1：ユ）で再展開した。展
関ろ紙の抑制部分（RfO・7～0．8）を切取り・メタノール
で再溶出し，メタノールを除去して糧inhibitorβをえ
た。これを別に．用意してあるジペレリソ溶液（濃度0・
0．1，1および10μg／n〕1）2mlを合む管びんに1，000μg
ずついれ，イネ茸試縁に供した。矧laとしてinhibitorβ
を加えないものを｝ぼ様｝こテストした。27～23°Cで5日
培フ、し，調査した結梁は図一2の如くである。
第2菜鞘の｛帳は対照区ではジベレリンの灘幼増加
にともない急激に増大した。しかし，inhibitorβ添力n膓ζ
はジベレリソの｛乍用が抑制され，伸長縫の増斑は緩慢で
あった。ヌ3照に対する伸長率はジベレジンの濃度の増加
1こともない滅少している。すなわち，　麺垣bitorβのi沮
害度はジベレジンシ）渓度が恒加する程大となる。
2．ジベレリン様物質と抑制物翼の分離
　前の実験で，イネ苗試験法では抑制物質が共存すると
ジベレリンの作用が打ち消される。したがって，生鞠試
　験の試料からあらかめじ抑制物貿を除去しておく必要が
　ある。ジベレリンはクロロホルムに殆んど不溶であるが
　馬鈴著やアサガオの抑制物質は易溶である。それ故，両
～沢11）や村上12）は翻由《物の酸性分画の水溶液をエーテル騨㌶㌶‡瓢・鷲鑑㌶
　酸牲分画のinhibitorβはクロロホルムで殆んど振出さ
　れなかった。そこでペーパー・クロマトグラフィーによ
　る分離を試みた。抽出物にジベレリンA3を添撫し，次
　の3種類の溶媒で展閉した。　（a）イソプロパノール／ア
　ンモニア／水（8：1：1），　（b）かブタノール／アンモ
　ニァ／水（100：3：18），　（c）イソブタノーノレノメタノ
　ーノレノぴく　（80：5：15）　．
　　いずれの展灘夜においてもジベレジンA3とinhlbitor
　βは完全に分離できなかった。しかし，展開液（c）で
　ジはべレリンA3はRfO　3～0．6，　inhibitorβはRf
　O．5～0．8で認められた。そこでRfO．5でクロマトグラ
　ムを2分・し，Rf　O～0．5の部分（分画一1）とRfO．b～
　1．0の部分（分画一Dを別々にメタノールで溶川し，
　再び　（a）液で展開した。生物試験の結果，大部分のジ
　ベレリン様物質は分画一1で，inhibitorβは分画汲で
　検出された。しかし，展開液（C）では展開温度や抽出
　物の影響でジベレリンAのRf値が変動する膓音があ
（56） 紘 詰 年 入
り，本法はなお検謎の余地がある。
3．新条に存在するジベレリン様物質
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各分画の生物試験の粘果は図一3～4の如くである。
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図一3．　カラソ葵条の抽出物iこ合まれるジベレリン様物質の生物試験
　　　　　　F－1．⇒・1．喉分画。Fユ．一塩基刊分画。F－］｝L一酸性石油工一テルタ擁亘。F－∬．一誇性ク
　　　　　　ロロホルム分画。F－、．一酸ぴn一ブタノール分何。点÷1ミは対照区の生長を，矢印はジベレ
　　　　　　　リンAのイ萢パをしめづ一ご
　　　　　　展欝1溶媒，イソプロバノール／アンモニア／ぷ（8：1：1）。〕：：自」を付した分i宿まイソブタ
　　　　　　ノールノメタノール～水（80：5：15）で屋聞後RfO～0．5の議分を溶出し，イソプロパノ
　　　　　　ール／アンモニア／水で更閉した。
Fig．3、　Response　of　rice　seedlings　to　gibberell量n」ike　substances　in　extracts　from　larch
　　　　　　shoots．
　　　　　　F－L－Neutral　fraction．　F－∬．－Basic　fraction．　F一田．rAcid　petroleum　ether
　　　　　　fraction．　F－W『rAcid　chloroform　fraction．　F－VrAcid在butan◎l　fraction．
　　　　　　　　Broken　lil〕es　denote　water　co就rols．　Arrows　at　the　top　of　the　histograms
　　　　　　indicaこe　the・position　of　gibbere｜1垣A．　Developing　solvent，　isopropanol／ammonia
　　　　　　／water（8：1：1）．　F－1，F－V～F種，　F猛and　F－X　were　first　chromatographed
　　　　　　with　isobutanol／methanol／water（8015：15），and　the　part　of　Rf　O～0．5　0f　the
　　　　　　chromatogram　was　elu民d　and　rechromatographed　with　isoμop繊ol／ammonia／
　　　　　　water．
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l〈i－4．カラマソ富条の抽出物ぷはれるジベレリンぷ物已の生物試騒～
　　　　　F－、L一該・i』生酢衰エチノレう了ii司。　F－W．－3ξ・刊：エタノーノレφ〉痢1。　F－∫難一一酸刊：エー一テノレフ＞1三何。
　　　　　F－］X．一承さ合↑生分i面，　アセトン享1お容部。　F．X．一：求診河生う＞i由1，　n一ブタノーノレ目∫淫ミ郎、　F一日．
　　　　　一ス1くミ容ナ生∠Tl叫，　n一ブタノーノレ不肴：ミミ部◇
F三9．4、Response　of　rice　seedlings　to　glbbere王lin－1ike　substances　in　extracts　from　larch　shoots．
　　　　　　　F－～L－Acid　e出yl　acetate　fraction、　F　V∬．－Acid　ethanol　fraction．　F一田．－Acid
　　　　　ether　fraction．F一朕．－Aqueous　frac亡ion，　acetone　soluble．　F弐．－Aqueous　fraction，
　　　　　1コ．butanol　so▲uble．　F＿羅．－Aqueous　fraction，11－butanol　inso互uble．　Other　descriptions
　　　　　are　the　same　as　those　in　F輌9．3・
ただし，F－1，F－、～F－、∬，　F凶X，　F－Xはi窪接アソモ
ニア｝llイソプロパノールで凝開すると抑制物質のためジ
ベレジン様物質が梅i］できないので，前述の如くイソブ
タ’ノール／メタノーノレ／水で農開後RfO～0．5の書1）分
をば出し，アソモニア性イソプロパノーノレで再展開し
た。
　中怯分画（F－Dでは2っの促進帯がみられるが，
RfO．3～04の促違帯が顕著である。塩基1生ノト画（F－□
）では．R£0～0．6に促進帯ヵζあるが，　RfO．2～03の
ヂド／］」プコカミ鼓もメ（である。　酸’1主分1函では，石沮］エーニデ」ノレづ｝
顧（F一皿）で少’よくとも2つ（RfO～0．1，0．4～0．5），
クロロホルム分画（F－W’）で1っ（RfO～0．2），n一ブ
タノール分画（F－V）で1っ（RfO．3～0．5），酢駿エ
チ〃分画（F－、pで3っ（RfO～0．2，0．3～0．4，　q．5
（58） 縞　　⇒　　二隼　　人
～0．6），工タノール分画（F－W）で1つ（RfG．2～0．3）
の促進帯がみられた。酸性工一テル分画（FW）では
RfO～0．3に促進帯がみられる。水溶性分画では，　n“
ブタノール可浴部（F－X）で2っ（RfO．2～0．3，0．5～
0．6），n一ブタノール不溶部（F一盟）で1つ（RfO．9～
」．0）促進帯がみられた。
4．2，3のジペレリン様物質の性質
　中性分画のRfO．3～0．5の促進帯および酸性n一ブタノ
ール分画のRfO．3～0．5の促進帯をそれぞれメタノー
ルで溶出し，メタノール除去後前餓こ1％emulsin
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　（βglucosidase）　（pH4．6）を加え，30℃で24時1励n
水分解した。後者は1NHCIで1時間100°Cで加水ノ｝
解した。分解の終わった水層はpH2．5に調節し，酢酸
エチルで振出した。酢鼓エチル層は濃縮後ろ紙につけ，
アンモニア性イソプロパノールで展開した。残りの水層
はpH7．0とし，濃縮後在ブタノール／酢酸／水（4：1
：2）で展開した。別に水溶酒：分画のnプタノール不溶
部のRfO・9～1．0の促進帯を50％メタノールで熱時抽
出し，アンモエア性イソプロパノールで展開した。
　生物試験の結果は図一5の如くである。中性分画の
加水分解物の酸性分画ではRfO～0．1とG．8～1．0に
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図一5．加水分解あるいは溶出によるジベレリンボ物質の変化
A．1・｝二醜分川のRfO．3～0．5の促走帯をemulsinで加βく分解したもの。
B．醐1：n一ブタノー一ルノ〕画のRfO．3～0．5の促進帯を1N　HC1で加ぷ分解したもの。
C．水溶憤分画のRf⑪．9～1．0の捉進；｝ll：を50％メタノールて捻～時抽li「したもの。
屋川ば媒，イソプロバノール／アンそニア／ノレ（81111）。
Fig．5．　Changes　of　gibbere田n」ike　subs乞ances　caused　by　hydr◎lysis　or　eluation．
A．Hアdrolysls　produc亡s　fr◎m　an　active　zo斌e　of　Rf　O．3～0．5垣neutral　fraction’
　　The　eluate　of　the　active　zoae　was　hydrolyzed　witll　emulsin　at　3G°C　for　l　day．
B、HWXo］ysis　pr6ducts　fτom　an　active　zone　of　Rf　O．3～0．5　in　acid　n－butan◎1
　　fracti藺．　The　eluate　of　the　active　zo聡was　hydrolyze＜1　with　l　N　HCI　at　100°C
　　for　l　hour．
C．Eluates　from　an　active　zol〕e　of　Rf　O．9～1．O　ill　aqueous　fractio1〕．　The　active
　　zone　was　eluted　with　boiling　50免methanoL
　　Developing　solvent，　isopropanollanlmonia／water　（8：1：1）．
弱い促1笙帯がみられるようである。酸性n一ブタノール分
圏の加水分解均では斑0．1～0．2にわずか1こ促進がみら
れる。
　水溶注分画の熱メタノール抽出物ではRf◎．3～0．4に
かなり顕著な促進帯がみられた。またRfO～1．0およ
び0．6～0．7附近｛＿も促進の傾向がみられる。1｛推乞胆1
カラマソの新条にイ」冷するジベのン様物質について（了報） （59）
および酢酸nプタノール分画の加水分解物の酸性エチ
ル振出後の水層の展開クロマトグラムはアソモニア性硝
銀により纏嬢の険出を試みたが，加水分解により遊灘し
た瀦類は認められなかった。
考 察
　イネ苗試験法でジペレジンを検出する・孝拾，共存する
抑刮物質はジベレリンの作用を阻害する。一鑓こ針葉樹
は抑制物質を多ミ1ξに含んでおり，あらかじめ試料から化
ポ約にそれぴ除去㌧ておかな1ナれば生シ試頴で良好な結
果がえられない。しかし，胡聯1物質に対する感受性の低
い試頴法で測定することも考えられる。KOS斑砲ZU｛3）
等はタケのジベゾン謬勿質は強力な撫il膨領のためイ
ネ苗，八験法では検出できないので，綾控トウモロコンを
摸灘している。抑／1！膨ノ質の分別法および生物試験の方法
については今後さらに検討しな｛ナればならない。
　高等績揚からジベレリソ隷三・」質を抽顯した続は駕轍
1こあるが1～2）ッ裸子栢物物ではJz功φεγ雄cゐ漉醜∫ξ∫7）ト
ドマソ8）で報吉されているに’すぎない。誼○実験でカラ
マツの新条抽曳閤には中性ラ〉画で2種類　（RfG．3～0．4，
0．8～0．9）嘉“’］i性分洞で1種類（RfO．2～0．3），駿性分画
で少なくとも3種類（RfG～◎．2，03～0．5，0．5～0・6），
水溶習i分画で2事藷類（RfO．2～0．3，0．9～1．◎）のジ
ベジン様物質が認められた。｝i惇ジベレリン搭物質は
HAYAS斑g）1ま）等，　MURAKAMI励｝こよって報告されている
が，カラマツでみられるRfO．3～0，4の吻質、まHAYAS斑
9）等が馬鈴薯塊茎で報告しているPO亡ato　factor　I，
あるいは村．担6）が沽物蕎｝／識で生合成したジベレジンA3
グルコシドとRf値が大体一致づ一る。　また斉熔等はトド
マソの芽Oll㌢1三分§1りでRfO．2～0．48）の促進：欝を報告し
ている。potato　factor　lはイヒ学処理により酸ぼジベレ
ジン（RfO．4～0．6）に転化する17）。ジベレジンA3グル
コシ1ごは加文分解iこよリジペレジンA：；とグノレコース1こ
∫：灘する。カラマツ）中・i主ジベレリン様麹ヨはelnulsm
．〉解の結廷ジベンリンA3グルコシドでぱないようで
ある。
　霞性頒碑，Zぷ…エーテノン分国の｛縫i須｝：斑知ジベ
レジンとは異なる。ジFPVベレリンはイ］滋工一テル｝こ不
溶である。㌢．．漁工一テルお∫溶のジベレジン糠物質は
IIAYASH轡等が馬ξ｛㌻響塊茎で報音している。　ジベレリ
ンA5とA了はp｝12．5～5．0でクロロロホルム｝こ部分豹に
溶諺するがの，カラマツ葵条のクロロホルム分画の提進
llる言（斑0～◎．2）はジベレリンA5，　A7よりもRf値が
低い。江ブタノール分溺および詐蒙⇒チル分画のRfO．3
～0．5の初質と菖篇をエテル分画のRto～◎．2の初質は
それぞれOGAWA18）の報ノ1；している、翻》α∂〃‘sまactor
Hよびお田に該当する。後者はトドマツのi芽でもみられ
る3）：これらはまたMURAKAMI19）の報告している水溶性
ジベレリンとRf値が一致するが，抽出方法からして別
のものと思われる。これらのRf中位および低位のジベ
レジン糠物質の本休は明らかにされてし・ない。酢鼓エチ
ノレ分爾のRfO．5～0．6の物質はOGAWA18）の1萄αノ’5↓τ廷
力c／oバに該当し，トドマツの芽でも報告されているが
8），これはジベレリンAとRf値が・一致する。酸性工一
テル分1飼のRf低位の｛足進物質はいかなるものか不旧］で
ある。
　水溶生分画のRfO．2～0．3および0．9～1．0の物質ξま
MURA鳳MI19）の水溶性ジベレジンとはことなる。しか
し，前者はOGAWA18）の報告している水溶刊三分痢の1物
質とRf値が大体一一文する。　RfO．9～1．0の鈎質は熱メタ
ノールで溶出し，否びクロマトグラフィーで分翫すると
Rξ0．3～0．4｝こ促迂1乍1：日がみられる。これはMURAKAMI
の水湘生ジベレジンの1つとRf値が一致する。溶出
と日∫クロマトグラフィー｝こよる物質の、転化はズ“一キシ
ンでしばしばみられる2°～22）。かようなオーキシンを
゜interconvertible　auxin”と称しているが，．1二述のよう
な変／ヒはこの現蒙によくにている。本実縁こおいては，
一治分画で抑制物質を除くために溶出と：］：クロマトグ
ラフィーを実主したので，このような転化したジベレ
リン緩物質が合まれているかも知れない。なお，最近
gibbane環をもたないkaurenoideやhelmint1〕osporo1
のような賜賃がジベレリンのbioassayで↓｛ヨ性をしめす
ことが報告されているので2）本実験で検出これたジベレ
ジン様物質の中にそのようなものが合まれている再能性
も十分考えられる。
要 約
　カラマツ薬条のメタノール抽出物をいくつかの分画に
わ｛ナ，ペーパークロマ1・グラソィーとイネ繭試験法を併
剤してジベレジン搭劾買が：はれているか否かを舗べ
た。
　アソモエァ怪イソプロパノールで展聞した場合，中性
分億iで2種類（RfO．3～0．4，0．8～0．9），塩基貴分画
で1種類（RfO．2～0．3），酸性分画で少なくとも3種
影li　（R《◎～0．2，　0．3～0．5，　0．5～0．6）　，　♪7（ξ容｜1三5＞1通］rご
2種頚（RfO．2～03，0．9～1．0）めジベ［／ジン禄勤質が
認められた。これらのうち酸性分画の1種頚（RfO．5～
0．6）はジベシジンAとRf値が一致する。水溶注分画の
RfO．9～1．0のジベレジン穣物質は熱メタノー〃溶出，
再クロマ｝グラフィーにより別のジベレリン］詞勿質に転
（60） 綱 詰 午 入
化するようである。
　　イネ1招試験法でジベレリンを測定する場合，カラマツ
葉条に含まれるinhibitorβはジベレリンの作用を∬［1．害
した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summ蹴y
　　The　present　lnvest｝gatioΩ　was　unde辻aken　to　ascertain　whether　the　natural亘bbere11in　is　co就ained
in　the　larch　plant　oτnot．　Gibberrl｜垣s　weτe　extracted　wi出c◎］d　methanoi　fr◎m王arch　shoots，　separa乞ed
by　paper　c垣omatography，　and　bioassayed　by　rice　seedling　method・Solutions◎f　i30propanG1／ammon旭m
hydrox三de／water　（8ニユ：1　v／v）　and　isobutanol／methanol／water　（80：5：15　v／v）were　used　as
developing　solve就s．
　　When　devel叩ed　with鋤moniacal　isopropano1，　gibberellin－like　activity　was　found　at　Rf　O．3～0，43nd
Rf◎B～0．9　in　neutral　fraction　and　at　Rf　O．2～0．3　in　basic　fraction，　respective］y．　ln　acid　fractlon，　at
least　three　zones　of　gibberellin一至三ke　ac縫vity　were　found　at　Rf　O～0．2，　Rf　O　3～0、5　a簸d　R《0．5～0．6．
The　active　zone　of　Rf　O．5～0．6corresponded　to　the　R《value　of　gibberellin　A．　Two　similar　active
zones　were　also　se頭at　Rf　O．2～0．3and　Rf　O．9～LOin　aqueous　fractiGn．　The　substances　existing　in
an　active　zo1コe　of　Rf　O．9～1．G　seemed　to　be　converted　i就o　other　gibberelli11－1ike　subst餓ces　when
eluted　and　rechromatographed．　Inhibitorβobta口1ed　from玉arch　shoots　inhibited　the　action　of　gibberellin
Oll　rice　seedlingS、
